
７月１日、明星駅で行われた社会を明るくする運動の街頭啓発活動

今月号の主な内容
●まちの話題：囲碁で全国大会へ　馬之上の南草さん ほか・・・・・・・・・・・・P

●くらし：プレミアム付商品券のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P

●くらし：宮川流域関連公共下水道の供用開始区域を拡大・・・・・・・・・・・・P

●ひと・まち・ふれあい企画：楽しい手作り教室 ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P

●明和町行政チャンネル番組表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
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まちの話題
広報めいわ 令和元年

（2019年） ８月号

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

　

６
月
18
日
、
７
月
の
﹁
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
﹂
を

前
に
、
多
気
郡
保
護
司
会
の
皆
さ

ん
が
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
総
理

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し

た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。

　

こ
の
日
は
、
多
気
郡
保
護
司
会

の
浮
田
秀
樹
会
長
が
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
町
長

へ
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、７
月
１
日
は
明
星
駅
で
、

２
日
に
は
斎
宮
駅
で
街
頭
啓
発
活

動
を
行
い
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

多気郡保護司会の皆さん

囲
碁
で
全
国
大
会
へ　

馬
之
上
の
南
草
さ
ん

　

６
月
20
日
、
伊
勢
高
等
学
校
３

年
の
南
草
伊
吹
さ
ん
（
馬
之
上
）

が
役
場
を
訪
れ
、
囲
碁
の
全
国
大

会
出
場
を
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

南
草
さ
ん
は
、
５
月
の
三
重
県

大
会
に
伊
勢
高
校
の
一
員
と
し
て

出
場
し
、
団
体
戦
と
個
人
戦
で
と

も
に
優
勝
。
７
月
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
﹁
第
43
回
文
部
科
学
大

臣
杯　

全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
全

国
大
会
﹂の
個
人
戦
と
団
体
戦
に
、

ま
た
同
月
に
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ

た
﹁
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭　

囲
碁
部
門
﹂
の
個
人
戦

に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
﹁
県
大
会
優
勝
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
﹂

と
激
励
を
受
け
、南
草
さ
ん
は﹁
こ

れ
ま
で
全
国
大
会
へ
は
４
回
出
場

し
ま
し
た
。
今
回
は
団
体
・
個
人

と
も
に
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
﹂
と
大
会
へ
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

南草さん（写真右）

災
害
時
に
お
け
る
小
型
無
人
機
に
よ
る

　

情
報
収
集
に
関
す
る
協
定
の
締
結

　

７
月
５
日
、
災
害
時
に
お
け
る

小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ

る
情
報
収
集
に
関
し
て
、
町
と
２

つ
の
事
業
所
が
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

町
と
協
定
を
締
結
し
た
の
は
、

度
会
郡
大
紀
町
の
株
式
会
社
テ
ク

ノ
中
村（
中
村
熊
郎
代
表
取
締
役
）

と
、
津
市
の
株
式
会
社
ピ
ル
エ
ッ

ト
サ
ー
ク
ル
（
仲
見
一
也
代
表
取

締
役
）
の
２
事
業
所
で
す
。

　

こ
れ
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
情
報
収
集

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
町
の

要
請
に
基
づ
き
、
協
定
先
の
事
業

所
が
所
有
す
る
ド
ロ
ー
ン
を
利
用

し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
収

集
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

㈱テクノ中村　中村さん（写真右）

㈱ピルエットサークル　仲見さん（写真右）
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まちの話題
広報めいわ 令和元年

（2019年） ８月号

地
区
別
自
治
会
長
懇
談
会

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か

け
て
地
区
別
に
自
治
会
長
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
１
カ
所
に
て
全
町
自

治
会
長
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
会
社
勤
務
さ
れ
て
い
る
自
治

会
長
も
た
く
さ
ん
み
え
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
か
ら
形
式
を
変
え
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
町
側
か
ら
﹁
財
政

の
状
況
﹂
や
﹁
小
学
校
区
の
編
制
﹂

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
﹁
町
財
政
の
今
後
の
見
通

し
﹂
や
﹁
町
単
要
望
の
進
捗
状
況
﹂

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
町
で
は
、
い
た
だ
い
た

意
見
を
参
考
に
行
政
運
営
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

斎宮地区自治会長懇談会

竹
本
博
志
さ
ん
が

　

町
長
を
訪
問

　

６
月
26
日
、
竹
輝
銅
庵
の
竹
本

博
志
さ
ん
（
松
阪
市
）
ほ
か
関
係

者
の
皆
さ
ん
が
町
長
を
訪
れ
、
明

和
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
製
作
し
た

焼
菓
子
﹁
い
つ
き
の
み
や
ク
ッ

キ
ー
﹂
が
、
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

箱
の
側
面
に
名
産
品
を
載
せ
る

な
ど
、
明
和
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
、
竹

本
さ
ん
は
﹁
明
和
町
の
特
産
品
の

一
つ
に
な
れ
ば
。
少
し
で
も
役
に

立
ち
た
い
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

ま
し
た
。

敬
老
福
祉
大
会

　

10
月
20
日（
日
）に
開
催
し
ま
す

【
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
】

　

町
と
明
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
﹁
令
和
元
年
度
敬
老
福
祉

大
会
﹂
を
、
10
月
20
日
（
日
）
に

総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
案
内
状
（
往
復
は

が
き
）
を
８
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
返

信
は
が
き
部
分
の
参
加
申
込
書
で

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
不
参
加
の
場
合

は
、
返
信
な
ど
の
連
絡
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
69
歳
以
下
で
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
で

参
加
者
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
ほ
け
ん
課

地
域
福
祉
係
（
☎
52
・７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
交
通
の
松
阪
伊
勢
線
が
一
部
廃
止
さ
れ
ま
す

　

現
在
、
宇
治
山
田
駅
前
か
ら
松

阪
市
早
馬
瀬
町
の
間
を
運
行
し
て

い
る
三
重
交
通
の
路
線
バ
ス
（
松

阪
伊
勢
線
）
が
、
今
年
の
10
月
１

日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
も
っ
て
一
部

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
明
和
町
を
は
じ
め

沿
線
市
町
・
国
・
県
と
事
業
者
で

議
論
を
重
ね
、
様
々
な
利
用
促
進

策
を
講
じ
る
な
ど
し
て
路
線
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
利

用
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
赤
字
額
も
膨
ら
み
続
け
、
今

後
の
大
幅
な
改
善
が
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
特
に
利
用
者
の
少
な

い
伊
勢
市
小
俣
町
湯
田
か
ら
松
阪

市
早
馬
瀬
町
の
間
を
廃
止
し
、
運

行
系
統
を
短
縮
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

廃
止
さ
れ
る
バ
ス
停
は
、湯
田
・

井
倉
・
世
古
・
明
星
・
明
和
団
地

前
・
金
剛
団
地
前
・
早
馬
瀬
口
の

７
つ
で
、
明
和
町
内
の
３
つ
の
バ

ス
停
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
今
後
の

経
過
を
観
察
し
、
必
要
に
応
じ
て

町
民
バ
ス
の
路
線
・
ダ
イ
ヤ
改
正

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
公
共
交

通
の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

※
廃
止
路
線
に
つ
い
て
は
、
三
重

交
通
㈱
バ
ス
営
業
部
乗
合
営
業
課

（
☎
０
５
９・２
２
９・５
５
３
３
）へ
。

史
跡
内
で
の
工
事
は　

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
斎
宮
跡
・
文
化
観
光
課

　

史
跡
斎
宮
跡
地
内
で
の
建
物
の

新
築
、
解
体
撤
去
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
、
フ
ェ
ン
ス
や
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
な
ど
の
工
事
を
行
う
際
に

は
、
文
化
財
保
護
法
の
適
用
の
も

と
、
事
前
に
許
可
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
史
跡
斎
宮
跡
以
外
の
地

域
に
お
い
て
も
、
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
の
範
囲
）
内

で
開
発
行
為
を
行
う
際
は
、
同
法

に
よ
り
届
出
が
必
要
で
す
。

　

文
化
財
の
保
護
に
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。ご
不
明
な
点
な
ど
、

詳
し
く
は
役
場
斎
宮
跡
・
文
化
観

光
課
（
☎
52
・
７
１
２
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹本さんほか関係者の皆さん
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プレミアム付商品券を購入できるのは？

①①②②両両方方のの要要件件にに該該当当すするる方方はは両両方方のの立立場場でで商商品品券券をを購購入入いいたただだけけまますす。。

2019年度の住民税(均等割)が
課税されていない方
ただし、下記に該当する方は除きます。

①非課税者分 ②子育て世帯分
2016年4月2日から
2019年9月30日までに
生まれたお子さまがいる
世帯の世帯主
※申請は不要です

おひとりにつき、最大2.5万円分の
商品券を2万円で購入できます。

お子さまおひとりにつき、最大2.5万円分の
商品券を2万円で購入できます。

プレミアム付商品券 申請から使用までの流れ

｢プレミアム付商品券｣を装う
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取” にご注意ください。
市区町村や内閣府などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、町や警察署（または警察相談専用電話（＃9110））にご連絡ください。い。

プレミアム付商品券
消費税率の引上げが家計に与える影響を緩和するとともに、
地域の消費を下支えするためにプレミアム付商品券を発行します。

１ 申請する
・①非課税者として対象者である可能性がある方には、7月下旬に案内通知
を送付していますので、必要事項を記入して福祉ほけん課へ提出してください
・②子育て世帯の方については申請不要です
・申請期間：2019年8月1日(木)～2019年12月27日(金)

２
商品券の
購入引換券
が届く

・非課税者分については、申請書記載の住所に購入引換券を郵送します
・子育て世帯分については、住民票記載の住所に世帯主の方宛に購入引換
券を郵送します
・引換券の発送予定は9月下旬以降です

３ 商品券を
購入する

・引換券送付時にご案内する町指定の窓口で商品券を購入してください
・最大2万5千円分の商品券を2万円で購入できます
・商品券は5千円分単位で購入することができます（商品券1枚あたりの額面
は500円）
・購入可能期間：2019年10月1日(火)～2020年2月28日(金)

４ 商品券を
使用する

・商品券は有効期限がありますので、期間中にご使用ください
・使用可能期間：2019年10月1日(火)～2020年2月29日(土)
・使用可能な店舗については、購入時に一覧表をお渡しします
・商品券の転売や譲渡は行わないでください

●対象者についてのお問合せ 福祉ほけん課 52-7116 ●町民税についてのお問合せ 税務課 52-7113
●プレミアム付商品券の購入・使用についてのお問合せ 明和町商工会 52-5235 農水商工課 52-7118

・住民税が課税されている方に
　扶養されている方
 （生計を一にする配偶者、扶養親族等）
・生活保護の受給者等
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宮川流域関連公共下水道の供用開始区域を拡大します
　宮川流域関連公共下水道は、三重県が実施する『宮川流域下水道事業（宮川処理区）』を上位計画として、
平成 26年 5月に事業認可を取得し、大字明星、新茶屋、上野地内の計画区域面積 85.2ha の下水道整備を実
施しています。
　令和元年 8月 1日より、新茶屋（新茶屋自治会）および明星の一部区域（妻ヶ広自治会）の 6.0ha の供用
開始を行います。既に供用を開始した区域と合わせた面積は15.4ha になります。今後も事業計画区域内の早
期供用開始に向けて事業を推進いたします。

下水道排水設備接続工事について
　下水道接続時の宅地内の工事費はすべて自己負担となります。工事費については、各ご家庭の工事内容等
により変わってきます。また、下水道へ接続するための排水設備工事は、一定の基準にそった適正なもので
なければなりません。工事が適正でないと汚水管が詰まったりして生活に悪影響を及ぼし、下水道も充分な
効果を発揮できません。このため、町では、一定水準以上の技術を持った工事店を指定して、指定工事店で
なければ排水設備工事が施工できないよう定めています。まずは明和町下水道排水設備指定工事店に見積も
りを依頼してください。
　『排水設備指定工事店』については、明和町ホームページまたは上下水道課でご確認ください。

上下水道課（☎ 52・7120）

凡例
事業計画区域　85.2㌶
すでに供用開始している区域　9.4㌶
令和元年８月１日供用開始区域　6.0㌶

軽減税率制度への対応には
準備が必要です！

●酒類・外食を除く飲食料品
●週２回以上発行される新聞（定期購読契約に基づくもの）

軽減税率（８％）の対象品目は、

消費税の軽減税率制度の説明会を開催しています！

【説明会の日程】
開催日：8月 6日（火）、8月 22日（木）、9月 3日（火）、
　　　　9月 19日（木）
開催時間：午後２時～３時
開催場所：松阪合同庁舎１階会議室

事業者の方は、どなたでも参加できます！

く ら し
広報めいわ 令和元年

（2019年） ８月号

明和町

伊勢市飛地

明星

上野

新茶屋

野村町

上野

新茶屋

県道伊勢小俣松阪線

県道

大淀港斎明線

近鉄山田線

明
星
駅

新
笹
笛
川
橋

転
輪
寺

両谷寺

ドミール上野

あっとほーむＳＫＹ水池

八柱神社

特
養
明
和
苑

恩賜財団済生会
明和病院

明
星
郵
便
局

（明星地区コミュニティセンター）
明星会館

明
星
小
学
校

曙
幼
稚
園

大堀川

公園 公園水池土器製作遺跡

（里山保全活動地）

24.6

9.11

10.09

9.7

9.0

8.6

9.3

8.4

14.1

11.2

8.7

8.7

13.4

11.8

12.4

8.1

8.4

10.4

13.7

6.6

7.9

9.2

7.4

9.5

33.8

7.1

6.1

6.4

6.9
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

医
療
費
の
保
険
適
用
分

全
額
相
当
を
助
成
し
ま
す

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
町

内
在
住
の
子
ど
も
、
障
が
い
者
、

一
人
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
際
の
﹁
医

療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
﹂

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

各
医
療
費
助
成
の
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
園
（
所
）・
幼
稚
園
・
学
校
等

で
の
事
由
に
よ
る
負
傷
等
の
医
療

費
で
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
医

療
費
の
給
付
を
受
け
た
場
合
は
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
前
年
の
所
得
が
所
得
制
限
限

度
額
を
超
え
る
場
合
も
助
成
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〔
子
ど
も
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者　

中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）

〔
障
が
い
者
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者　

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
人
、
②
知

的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳
Ｂ
２
以

上
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
70
以
下
の
人
、
③

精
神
障
が
い
者
で
、
そ
の
等
級
が

１
級
の
人
（
通
院
分
の
み
）

〔
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者　

①
18
歳
年
度
末
ま
で

の
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
お
よ
び
児

童
、
②
父
母
の
い
な
い
18
歳
年
度

末
ま
で
の
児
童

■
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る

場
合　

受
診
す
る
病
院
等
の
窓
口

に
、
医
療
費
受
給
資
格
証
と
加
入

医
療
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
者
の
人
は
、
受
給
資
格
証
は
交

付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

証
の
み
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
県
外
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受

け
た
場
合　

受
診
し
た
病
院
等
の

保
険
診
療
明
細
が
記
載
さ
れ
た
領

収
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福

祉
ほ
け
ん
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
コ
ル
セ
ッ
ト
等
療
養
費
給
付
を

受
け
た
場
合　

受
診
し
た
病
院
等

の
意
見
書
・
装
具
装
着
証
明
書
・

医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
場
合

■
医
療
保
険
や
届
出
事
項
変
更
の

と
き　

加
入
医
療
保
険
、
ま
た
は

住
所
・
氏
名
（
振
込
先
金
融
機
関
・

世
帯
構
成
・
所
得
等
）
の
届
出
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
手

続
き
の
際
は
、
受
給
資
格
証
と
認

印
、
住
所
・
氏
名
以
外
の
変
更
の

場
合
は
、
新
し
い
保
険
証
の
写
し

（
明
和
町
国
民
健
康
保
険
の
場
合

は
不
要
）や
通
帳
等
が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格
喪
失
の
と
き　

転
出

や
死
亡
等
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を

失
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
受

給
資
格
証
の
返
還
と
資
格
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。
資
格
喪
失
手

続
き
の
際
は
、
認
印
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
受
給
資
格
の
有
無
等
、
各
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
福

祉
ほ
け
ん
課
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は

手
続
き
を

装
具
の
領
収
書
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
福
祉
ほ
け
ん
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

９
月
診
療
分
か
ら
未
就
学
児
の

　

福
祉
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
元
年
９
月
診
療
分
か
ら
、 

６
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
に

つ
い
て
、窓
口
で
支
払
い
を
せ
ず
、

そ
の
場
で
助
成
を
受
け
ら
れ
る
窓

口
無
料
化
（
現
物
給
付
）
を
県
内

の
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
当

て
は
ま
る
場
合
の
み
、
窓
口
負
担

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　 • 

明
和
町
の
福
祉
医
療
費
（
子
ど

も
医
療
費
・
一
人
親
家
庭
等
医
療

費
・
障
が
い
者
医
療
費
）
の
受
給

資
格
が
あ
る
６
歳
ま
で
の
子
ど
も

（
６
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
、
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
は
前
月
末
日
ま
で
）

 • 

県
内
の
医
療
機
関
（
医
科
・
歯

科
・
調
剤
薬
局
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
で
の
、
保
険
適
用
と
な

る
医
療
費
で
あ
る
こ
と

 • 

受
診
時
に
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
証
（
現
物
給
付
用
）
を
提
示
す

る
こ
と

 • 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
入
院

や
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
受
診

の
場
合
は
、
保
険
者
か
ら
発
行
さ

れ
る
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示

す
る
こ
と

注
：
公
費
負
担
医
療
制
度
（
小
児

慢
性
特
定
疾
病
や
育
成
医
療
な
ど
）

の
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

注
：
窓
口
無
料
化
に
対
応
し
て
い

な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
の
前
に
医
療
機
関
等
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

 • 

町
外
へ
の
転
出
な
ど
で
受
給
資

格
を
喪
失
し
た
後
は
、
受
給
資
格

証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か

に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
喪

失
後
に
使
用
し
た
場
合
は
、
明
和

町
へ
の
返
金
が
発
生
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 • 

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
で
の
け
が
や
病
気
に
よ
る
診

療
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
行
為

に
よ
る
診
療
の
と
き
は
、
受
給
資

格
証
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、福
祉
ほ
け
ん
課（
☎

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
広報めいわ 令和元年

（2019年） ８月号
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微
生
物
の
力
を
使
っ
て
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
作
り
、
甘
い
野
菜
を
育

て
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
作
業
を
し
ま
す
の
で
、

各
自
で
暑
さ
対
策
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
26
日
（
月
）
雨
天

の
場
合
は
29
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

い
も
っ
こ
明
和
の
み
な

さ
ん

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

長
靴
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
、
帽
子
、
飲
み
物

■
申
込
期
間　

８
月
13
日
（
火
）

～
16
日
（
金
）

ひと・まち・
ふれあい企画

町人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

○
家
庭
菜
園
の
マ
メ
知
識
！

　

夏
の
花
ひ
ま
わ
り
の
大
皿
を
作

り
ま
す
。

　

直
径
22
㎝
程
度
の
大
皿
で
、
表

裏
は
別
々
の
ひ
ま
わ
り
柄
に
な
り

ま
す
。

■
日
時　

８
月
29
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
ひ
ま
わ
り
の

　
大
皿
を
作
ろ
う
！

　

畳
表
に
使
う
イ
グ
サ
と
畳
へ
り

を
使
っ
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

９
月
12
日
（
木
）　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
３

○
イ
グ
サ
で

　
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

印
藤
幸
恵
さ
ん　

印
藤

友
一
さ
ん
（
大
台
町　

幸
翔
窯
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン・
タ
オ
ル
等

■
申
込
期
間　

８
月
７
日
（
水
）

～
14
日
（
水
）（
10
日
（
土
）、
11

日
（
日
）、
12
日
（
月
）
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

時
30
分

■
定
員　

午
前
午
後
と
も
10
人

（
先
着
順
）

■
講
師　

中
津
己
智
子
さ
ん

■
参
加
費　

８
０
０
円

■
持
ち
物　

は
さ
み
、
裁
縫
道
具

■
申
込
期
間　

８
月
26
日
（
月
）

～
30
日
（
金
）

※
各
講
座
と
も
、
受
講
資
格
は
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20
歳
以
上

の
人
と
し
、
申
込
期
間
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
直
接
、
ま
た
は

電
話
で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
１
回
の
申
し
込

み
に
つ
き
、
１
人
分
の
参
加
を
受

け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

８
月
30
日
に

ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催

　

町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ

あ
い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、﹁
心
あ
た
た
ま

る
﹂
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
30
日
（
金
）

　

①
午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分

～
11
時
40
分

　

②
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分

～
３
時
40
分

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

映
画
﹁
君
に
届
け
﹂（
出

演
者　

多
部
未
華
子
、
三
浦
春
馬

ほ
か
）
の
上
映

※
上
映
途
中
か
ら
の
入
場
は
お
断

り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
人
権

セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
３
０
５
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８月と９月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費
生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設
します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　①８月 13日（火）、②９月 10日（火）　時間は、
各日とも午前 10時～正午・午後１時～３時
■場所　役場１階相談室１
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係（☎52・7117）
へお問い合わせください。

８月と９月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　①８月５日（月） 午前９時30 分～正午＝行政
相談・心配ごと相談、②８月19日（月） 午後１時 30 分～４
時＝心配ごと相談、③９月２日（月） 午前９時30 分～正午＝
行政相談・心配ごと相談、④９月17日（火） 午後１時30 分
～４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）へお問
い合わせください。

お 知 ら せ
広報めいわ 令和元年

（2019年） ８月号
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１　

目
的

　

平
成
30
年
に
法
務
省
の
人
権
擁

護
機
関
が
救
済
手
続
を
開
始
し
た

人
権
侵
犯
事
件
数
は
、
１
９
０
６

３
件
で
あ
り
、
対
前
年
比
で

４
７
０
件
（
２
．
４
％
）
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、学
校
に
お
け
る﹁
い

じ
め
﹂
に
関
す
る
人
権
侵
犯
事
件

数
は
２
９
５
５
件
（
対
前
年
比

６
．
８
％
減
少
）、
教
職
員
に
よ

る
体
罰
に
関
す
る
人
権
侵
犯
事
件

数
は
２
０
１
件
（
対
前
年
比
23
．

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
に
つ
い
て

６
％
減
少
）、
児
童
に
対
す
る
虐

待
に
関
す
る
人
権
侵
犯
事
件
数
は

４
５
３
件
（
対
前
年
比
６
．
８
％

減
少
）
と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
学
校
に
お
け
る
い
じ

め
事
案
は
、全
体
件
数
の
15
．５
％

を
占
め
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

種
々
の
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
今
年
度
も
全
国
一

斉
﹁
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
﹂

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

２　

実
施
日
時
等

■
期
間　

８
月
29
日
（
木
）
～
９

月
４
日
（
水
）
ま
で
の
７
日
間

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
相
談
番
号　
﹁
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
﹂

☎
０
１
２
０
・
０ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん

０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・

無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

８
月
16
日
に「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
﹁
よ
ろ

ず
人
権
相
談
所
﹂を
開
設
し
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
面
談
ま
た
は
電
話
に

よ
り
ご
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

８
月
16
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
連
絡
先　

☎
55
・
３
０
５
２（
人

権
セ
ン
タ
ー
共
通
、
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
）

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

『ひと・まち・ふれあい企画　スタンプラリー対象企画』
連続人権講座のご案内（第２回・第３回）

町人権センターでは、第２回・第 3回の連続人権講座を開催します。
内容は、次のとおりです。各回とも、手話通訳をします。皆さんのご参加をお待ちしています。
【第 2回】
■日時　８月 22日（木）午後６時 30分～８時
■演題　「身元調査を考える」
■講師　奥田　均さん
■会場　いつきのみや地域交流センター
■申し込み　不要

※詳しくは、町人権センター（☎ 55・3052）へお問い合わせください。

■講師の紹介
1952 年生まれ。関西大学文学部教育学科卒業。関西外
国語大学教員などを経て、現在は近畿大学人権問題研究
所特任教授博士（社会学）。一般財団法人八尾市人権協会
理事長。NPO法人　就労・生活・まちづくり支援機構理事。
「差別禁止法」の制定を求める市民活動委員会　共同代表。

【第３回】
■日時　９月５日（木）午後７時～８時 30分
■演題　「在日韓国・朝鮮人の人権」
■講師　金　尚均（きむ　さんぎゅん）さん
■会場　いつきのみや地域交流センター
■申し込み　不要　

■講師の紹介
1967 年大阪生まれ。立命館大学卒業、立命館大学大学
院博士課程後期中退。山口大学、西南学院大学を経て、
現在は龍谷大学法学部教授。専門は刑法。

（有料広告）
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男女がともに輝き、いきいきと暮らせる社会
「町長と語る会」の参加者募集

【男女（みんな）の連絡会】
　明和町男女（みんな）の連絡会は、町内のボランティア団体で組織し、毎月の定例会をはじめ、男女共
同参画等に関する勉強会やイベントの企画を行っています。
　今回、毎年恒例となっている「町長と語る会」の参加者を広く募集します。
　当日は世古口町長と町民の皆さんが直接話し合える機会として開催します。ぜひお気軽にご参加くだ
さい。
■日　　時　８月 20日（火）午後１時 30分～３時 30分
■場　　所　町人権センター　多目的室
■テ ー マ 　空き家対策について
■募集定員　40名（先着順）
■募集対象　町内に在住または在勤の人
■申込期間　８月５日（月）～ 15日（木）の土・日・祝日を除く、
　　　　　　午前９時～午後５時
■申 込 先 　直接電話またはファックスで町人権センターへ申し込んでください。
※詳しくは、町人権センター（☎55・3052/FAX共通）へお問い合わせください。

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

【
笑
い
ヨ
ガ
】

■
日
時　

９
月
４
日
・
11
日
・
18

日
・
25
日
（
各
水
曜
日
、計
４
回
）、

午
前
10
時
～
11
時
15
分

■
場
所　

総
合
体
育
館　

会
議
室

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

18
歳
以
上
の
男
・
女

■
募
集
人
数　

先
着
10
名

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

１
８
５
０
円
（
※
65

才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
日
時

　

８
月
９
日
（
金
）
～
19
日
（
月
）

※
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
参
加
費
・
保
険
料
を
添

え
て
総
合
体
育
館
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
総
合
体
育
館
内
☎
52
・
７
１
３
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
18
回

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り　
　

　

出
演
者
大
募
集
！

　

ダ
ン
ス
・
演
奏
会
な
ど
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
、
明
和
ス
ポ
ー

ツ
ま
つ
り
で
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

参
加
申
し
込
み
は
、
８
月
16
日

（
金
）
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
希
望
団
体
は
町
内

の
団
体
を
優
先
と
し
、
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
13
日
（
日
）　

第

18
回 

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り　

お
昼
休
み
の
時
間
帯（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

明
和
中
学
校
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
☎
52
・７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

交通事故相談会の開設（８月・９月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣員による、交通
事故の相談会（過失割合の判例、示談の仕方・進め方、賠償請求
と賠償額の算定、その他相談等）を次の通り開催します。皆さん、
お気軽にご利用ください。

■日時
　8月14日（水）１部 午後1時～2時・２部 午後2時～3時 ※各1名
　【要予約】申込期限　8月13日（火）午前11時
　　　　　 ※申込受け付けは、平日のみとなります。
　9月11日 （水）１部 午後1時～2時・２部 午後2時～3時 ※各1名
　【要予約】申込期限　9月10日（火）午前11時
　　　　　 ※申込受け付けは、平日のみとなります。
　※日時は変更になる場合があります

■場所　明和町保健福祉センター１F和室
　※詳しくは、 人権生活環境課環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。
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　町内においても人材不足の企業が増えています。
　そこで就業意欲のある町民と人材を求める町内企業を繋ぐ架け橋となる
よう９月から役場に求人情報を掲示します。
　現在掲示する求人情報を募集しています。申し込みは、役場農水商工課
（☎ 52・7118）まで。
■掲 示 料 　無料
■申込方法　A4横用紙で提出（掲載内容は原則自由）
※詳しくは、農水商工課農林商工係（☎ 52・7118）へお問い合わせください。

三河川の水質　　採水日（令和元年 5月 16日）

河川名
項　目

PH BOD SS DO

祓　川（下御糸橋） 7.3 0.6 16.0 8.2

笹笛川（八木戸橋） 7.1 1.2 22.0 7.1

大堀川（大堀川橋） 6.6 0.8 9.4 7.2

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5 以上
8.5 以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、
７前後が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中
の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消費され
る酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物
質量＝水中に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶在酸
素量＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が著しい河川では
通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※BOD・SS・DOの単位＝㎎ /ℓ

■ 最大震度別地震回数
（令和元年 6月 1日～ 30日）
震　度 １ ２ ３ ４ 5弱 5強 6弱 6強 ７ 合計
全　国 118 51 9 6 0 0 1 0 0 185
明和町※ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0
※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の交通事故発生状況

5月（概数） 2019年1月
から5月の累計

前年比
（累計）

人身事故件数 2件 16件 － 11件
負傷者数 2人 16人 － 18人
死者数 0人 1人 0人

■ 町内の治安情勢
（令和元年 5月１日～ 31日、概数）

手　口 件数（前月比） 手　口 件数（前月比）
空き巣ねらい ０（－２） オートバイ盗 ０（　０）
忍び込み ０（　０） 自転車盗 ３（＋３）
部品ねらい ０（　０） その他（※1） ５（－３）
車上ねらい ０（　０） 合　計 ８（－２）

（※１）「その他」は、上記以外の刑法犯（凶悪犯、知能犯など）

7 月の人口
総人口：23,158 人
　　男：11,200 人
　　女：11,958 人
世帯数：9,106 世帯

6 月中の主な増減
出　生：   22 人
死　亡：   16 人
転入等：   55 人
転出等：   36 人

人のうごき

脳
の
健
康

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

　

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
家
族

介
護
者
の
方
の
交
流
、
情
報
交
換

や
気
分
転
換
を
目
的
に
﹁
脳
の
健

康　

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
﹂
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

明
和
苑
の
認
知
症
看
護
認
定
看
護

師
が
参
加
し
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
気
楽
に

認
知
症
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
20
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

Cafe

茶
々
（
明
和
の

里
敷
地
内
）

■
参
加
費　

飲
み
物
付
き
で
す
が
、

自
己
負
担
に
て
他
の
メ
ニ
ュ
ー
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

■
参
加
申
し
込
み　

明
和
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・

７
１
２
７
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

※
認
知
症
の
方
が
お
一
人
で
参
加

さ
れ
る
場
合
は
送
迎
を
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
あ
わ
せ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

９月から役場に「町内企業の求人情報」を掲示します
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風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に
係
る
抗
体
検
査

　

お
よ
び
第
5
期
定
期
予
防
接
種
の
ご
案
内

対
象
：
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

　

こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
年
代

の
男
性
を
対
象
に
、
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び
定
期

予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

風
し
ん
の
抗
体
が
十
分
に
あ
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
方
は
、
定

期
予
防
接
種
の
前
に
ま
ず
抗
体
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

抗
体
検
査
を
医
療
機
関
で
受
け

る
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
、
本
人
確
認

書
類
（
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
に
は
す

で
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は

ク
ー
ポ
ン
券
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
方

は
、
希
望
者
の
み
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
り
ま
す
。
健
康
あ
ゆ
み
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
あ
ゆ
み
課　

健
康
づ
く
り
係
（
☎
52
・
７
１
１

５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼
児
健
診
日
程 （
対
象
の
方
に
は
個
別
で
通
知
し
て
い
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
１
歳
半
健
診
】

■
日　

８
月
６
日
（
火
）・
９
月

10
日
（
火
）

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日　

８
月
29
日
（
木
）・
９
月

12
日
（
木
）

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
15
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日　

８
月
20
日
（
火
）・
９
月

24
日
（
火
） 

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー
ト
、

検
尿

【
育
児
相
談
】（
乳
幼
児
で
月
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。）

■
日　

８
月
２
日
（
金
）・
９
月

６
日
（
金
） 

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
】

■
日
時
と
対
象
者　

９
月
８
日

（
日
）
午
前
９
時
45
分
～
12
時
、

■
対
象
者　

妊
娠
中
の
方
、
そ
の

配
偶
者

■
内
容　

妊
娠
中
の
暮
ら
し
方
と

産
後
の
育
児
に
つ
い
て
、
妊
婦
体

験
、
産
後
の
手
続
き
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

９
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

※
先
着
10
組　

※
託
児
が
必
要
な
場
合
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
（
有
料
、
当

日
申
し
込
み
不
可
）

【
離
乳
食
教
室
】

■
日　

８
月
23
日
（
金
）
午
前
10

時
～
11
時
半

■
対
象
者　

離
乳
食
に
つ
い
て
知

り
た
い
方

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の
話

・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

８
月
16
日（
金
）

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

※
先
着
15
人

９
月
８
日
に

　

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、
次
の
と
お
り
﹁
健

康
ウ
ォ
ー
ク
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
は
、
当

日
受
け
付
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
８
日
（
日
）
集
合

＝
午
前
８
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
、
午
前

７
時
頃
に
防
災
無
線
で
放
送
し
ま

す
。

■
集
合
場
所　

大
淀
キ
ャ
ン
プ
場

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
受
付

※
詳
し
く
は
、健
康
あ
ゆ
み
課（
☎

52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（有料広告）
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社協だより 明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/

※詳しくは、ホームページ（http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/）をご覧いただくか、
社会福祉協議会（☎ 52・7056）までお問い合わせください。

８月24日午後４時から「社協ふれあい夏祭り」を開催します♪
　恒例になりましたふれあい夏祭りを、8月 24日（土）午後４時
から開催します！
　総勢 50名を超える大迫力の明和中学校吹奏楽部の皆さんによる
演奏、かわいい明和ゆたか園のお子さんたちによる盆踊り、Freez
バンドやなりひら夢太鼓さんによる太鼓披露と体験などが目白押し！
　催しもさらにグレードアップ。縁日ゲームも射的、光る金魚すくい、
ストラックアウトなど、たくさんご用意。ゲームをして景品をゲットしよう！おいしいものも、焼きそば、
ジュース、かき氷、フランクフルトなどたくさんご用意しました。小さいお子さんも楽しくゆっくり遊べ
る子ども広場で、鉄道模型の展示、体験もできます。
　夏休みの終わりに、家族の絆、明和のみんなの絆をより強くする夏の夜を一緒に楽しみましょう。
　この夏祭りは住民の皆様からご協力いただいた、福祉まちづくり資金（社協会費）を財源に開催されます。

未就園児と保護者の皆さんご利用ください
【子育て支援センター  行事予定】

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いただき、
各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換ができる場で、
各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

いちごくらぶ
◎親子でクッキング♪
■日時　８月６日（火）午前10時～11時
■定員　10組
※申込必要
◎おはなし会
■日時　８月８日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎子育てアドバイザーとおしゃべり会
■日時　８月20日（火）午前10時～正午
※申込必要
◎クラフト体験！かご作りをしよう
■日時　８月28日（水）午前10時～11時
■定員　10組
※申込必要
【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
　　 http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

こあら
◎サマーコンサート
■日時　８月23日（金）午前10時30分～11時
※申込不要
【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550

児童センター
◎水あそび
■日時　８月６日（火）、７日（水）　午前10時～11時30分
■対象　未就学児
※申込不要
※天候により中止の場合があります。
☎52・2519

月～金（午前９時～午後２時）

月～金（午前９時～正午、午後１時～３時）

月～土（午前９時～午後５時）

おひさまひろば
◎親子ヨガ
■日時　８月27日（火）午前10時～
※申込不要

不定期（午前９時～正午、午後１時～３時）

◎おひさまひろばの開館日（９月前半まで）
８月２日（金）、５日（月）、７日（水）、８日（木）、９日（金）、
16日（金）、26日（月）、27日（火）、28日（水）、30日（金）、
９月２日（月）、３日（火）、４日（水）、６日（金）、20日（金）
【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）

お 知 ら せ
広報めいわ 令和元年
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2019年度
ファミ・サポ養成講座

　明和町ファミリー・サポート・センターでは、子育てや日々の生活に役立つ情報満載のファミ・サポ養成講座を
次の日程で開催します。皆さんの参加をお待ちしています！

開催日・場所 講師・演題（講座内容） 時間
第１回

９月 10日（火）
明和町中央公民館

調理室

馬場　啓子　先生
（管理栄養士・食育「はぐくみ隊」代表・元三重中京大学教授）

「子どもの栄養と食生活」
午前 10時～正午
※実習があります。

第２回
９月 11日（水）
明和町福祉センター

多目的室

明和消防署
「心肺蘇生法・AED講習（０歳～ 12歳対象）」

午前 10時～正午
※実習があります。

第３回
9月 25日（水）
明和町福祉センター

多目的室

吉川　美恵子　先生
（セラピールームこもれびの滴）

「赤ちゃんの快と不快を考えましょう！」
午前 10時～ 11時 30分

第４回
10月３日（木）
明和町福祉センター

多目的室

安田　尚樹　先生
（安田小児科内科　理事長）
「乳幼児の身体の発育と病気」

午後１時 30分～２時 30分

援助会員登録説明会 午後２時30分～３時

■日程

■参加費　無料　　■定員　15人
■託児　小さいお子さまがいる方には、託児ボランティアによる託児があります。希望される場合は、お子さまの氏名、年齢
を教えてください。（託児料…１人１回 300円）
■参加申込　８月30日（金）までに、お名前・ご住所・ご連絡先・託児の有無を電話・FAX・E-mail のいずれかでお申し込みください。
明和町役場　こども課内　明和町ファミリー・サポート・センター
☎：52・7123（土曜、祝日を除く 8:30 ～ 17:15）　FAX：52・7133　E-mail：fami-sapo@town.mie-meiwa.lg.jp
※明和町ファミリー・サポート・センターとは…町内において、子どもの預かり・送迎等の「子育てを助けてほしい人（依頼会員）」
と「子育ての手伝いができる人（援助会員）」からなる「子育て相互援助活動支援組織」です。
アドバイザーが依頼会員と援助会員との「連絡・調整（マッチング）」を行うことにより、会員同士（地域）でお互いに助け合
いながら子育ての援助を行うことを目的としています。

受講生募集のご案内

【
町
税
・
保
険
料
と
納
期
の
お
知
ら
せ
】

　

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き

を
除
く
）。

■
町
・
県
民
税
＝
第
２
期
分
、
■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

＝
各
第
５
期
分
、
■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
第
２
期
分

　
納
期
限
は
９
月
２
日
（
月
）
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
お
よ
び
財
産
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
税
・
保
険
料
の
納
付
は
納
期
限
内
に
、
ま

た
督
促
状
が
届
い
た
場
合
は
す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は
８
月
27
日
（
火
）
に
振
替
し
ま
す

の
で
、
金
融
機
関
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な
「
口
座
振
替
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
金
融
機
関
の
通
帳
・
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
課

ま
た
は
町
内
金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
52・７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。【

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
の
ご
案
内
】

　

税
務
課
で
は
、
平
日
の
役
場
開
庁
時
間
内
に
お
仕
事
の
都
合
な
ど

で
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談
が
困
難
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
次

の
と
お
り
平
日
の
夜
間
と
日
曜
日
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　
８
月
26
日
（
月
）
午
後
５
時
15
分
〜
８
時

※
別
日
に
夜
間
の
納
付
・
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
税
務
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
場
所
・
内
容　
税
務
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　
８
月
４
日
・
18
・
25
日
（
各
日
曜
日
）、各
日
と
も
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
・
内
容　
会
計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
52・７
１
４
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●第８回恋活inめいわ　参加者募集
　明和町商工会では、未婚男女の出会いの場を提供し、
人と人との結びつきをお手伝いすることで、地域の活
性化につなげるため、婚活事業「第８回　恋活inめいわ」
を実施し、その参加者を次のとおり募集しています。
◎日時　９月 29日（日）午前 10時から
◎場所　大淀ふれあいキャンプ場
◎対象者　町内に在住、または明和町に興味がある
20歳から 40歳までの独身男女
◎内容　バーベキューパーティー
◎募集人数　30人（男性 15人、女性 15人）
◎募集締め切り　９月 13日（金）
◎参加費　男性 4000円、女性 1000円
※詳しくは、明和町商工会　紙谷（☎ 52・5235）へ
お問い合わせください。

●未来につなぐ
　相続登記相談会開催のお知らせ
　相続登記をせずに放置していると、いろいろな問題
が発生するおそれがあります。
　津地方法務局松阪支局および三重県司法書士会松阪
支部では、次のとおり相続登記相談会を開催します。
登記の専門家である司法書士が相続登記の相談をお受
けします。
◎日時　８月 31 日（土）午前 10 時～午後４時（受
け付けは午後３時 30分まで）
◎場所　津地方法務局松阪支局（松阪合同庁舎１階大
会議室　松阪市高町 493番地６）
◎内容　相続登記に関する相談（お一人 30分程度）
※相談は予約制ですので、あらかじめお申し込みくだ
さい。
◎相談料　無料
◎申込・問い合わせ先　津地方法務局松阪支局（☎
0598・53・1501、午前８時 30分～午後５時 15分、
土・日曜日と休日を除く）
※相談は、予約された方を優先的にご案内しますので、
予約されていない場合は相談に応じられないことがあ
ります。

●大仏山公園
　天体望遠鏡による星の観察会
　大仏山公園では、天体望遠鏡による星の観察会の参
加者を、次のとおり募集します。
◎日時　第１回＝８月10日（土）、雨天の場合は11
日（日）、第２回＝８月24日（土）、雨天の場合は
25日（日）、時間はいずれも午後７時30分～９時頃
◎場所　県営大仏山公園・多目的広場・芝生広場
◎定員　各回とも各 50人（選択順、小学生以下は保
護者同伴）
◎参加費　無料
◎申し込み　８月１日（木）午前８時～
※詳しくは、県営大仏山公園管理事務所（☎ 23・
6565）へお問い合わせください。

●大仏山公園テニス（硬式）教室
参加者募集
　大仏山公園では、テニス（硬式）教室の参加者を、
次のとおり募集します。
◎コース・曜日・時間　①初心者コース＝火曜日、午
後１時～２時 30分、②初・中級者コース＝月・火・
水曜日、午前 10時～正午
◎講習期間　９月２日（月）～ 10月 23日（水）（延
長の場合あり）
◎講習回数　８回
◎受講料金　9000円（スポーツ保険料を含む）
◎定員　８人
◎申込受け付け　８月５日（月）～ 21日（水）
※詳しくは、県営大仏山公園管理事務所（☎ 23・
6565）へお問い合わせください。

●公共職業訓練（ハロートレーニング）
　受講生募集
　ポリテクセンター伊勢では、求職者が早期に再就職
できるよう、ものづくり分野に特化した職業訓練を実
施しています。
◎入所月　10月
◎訓練科名　ものづくり溶接科
◎定員　12人
◎訓練期間　10月３日（木）～令和２年３月27日（金）
◎最終説明会日　９月２日（月）（溶接体験有り）
◎入所選考日　９月６日（金）
◎訓練場所　ポリテクセンター伊勢（伊勢市小俣町明
野 685）
◎対象　再就職を希望し、公共職業安定所に求職申し
込みをしている人
※受講料は無料ですが、別途テキスト代・作業服代が
必要です。詳しくは、ポリテクセンター伊勢（☎ 37・
3121）へお問い合わせください。

●学生奨学金返還支援事業助成金の
　募集のお知らせ
　県では、若者の県内定着を促進するため、県内の指
定地域（明和町は対象地域）への居住等を条件に、大
学生等の奨学金返還額の一部を助成します。
◎募集期限　令和２年１月 17日（金）17時まで
◎応募資格　申請時に大学院、大学、短期大学、高等
専門学校、専修学校専門課程の最終学年又はその１
年前の学年の在学生で就業先が決まっておらず、卒
業後に県内の指定地域に定住を希望される方（その
他条件あり）　
※詳細は、お問い合わせください。
◎募集人数　20人
◎助成金額　在学中に借受予定の奨学金総額の１／４
（上限 100万円）
◎問い合わせ先　三重県戦略企画部戦略企画総務課
（☎ 059・224・2009）
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●第３回
　介護職員初任者研修（旧ヘルパー２級） 
　の受講生募集
　三重県社会福祉協議会では、福祉・介護職場の人材
不足を改善するため、働いていない人を対象に介護職
員初任者研修を行います。
◎募集期間　８月８日（木）～９月 20日（金）（必着）
◎研修期間　10月２日（水）～ 12月３日（火）
◎受講場所　三重県社会福祉会館
◎応募要件　三重県に住民登録している働いていない
人で、おおむね 70歳未満の人。研修修了後、福祉・
介護職場で働ける人
◎募集定員　39人（応募者多数の場合は抽選）
◎受講料　無料（テキスト代は自己負担）
◎申込・問い合わせ先　三重県社会福祉協議会　三重
県福祉人材センター　介護職員初任者研修担当（☎
059・227・5160、平日午前９時～午後５時）

●介護有資格者再チャレンジ研修の
　参加者募集
　介護の知識・技術を確認してみませんか？
　福祉・介護の資格は持っているけれど、介護の仕事
をすることが不安な人や、復帰したけれど、もう一度
介護の基本を学び直したいとお考えの人を対象に、介
護有資格者再チャレンジ研修を開催します。就労相談
も行いますので、ぜひご参加ください。
◎日時・場所
①講習　松阪会場＝９月 19日（木）・27日（金）午
前 10時～　松阪市産業振興センター、津会場＝ 12
月３日（火）・13日（金）午前 10時～　三重県総
合文化センター
②施設体験（介護士として未就労の人のみ）　日程・
場所などは希望を確認のうえ決定
※講習は１日のみの受講や、他会場との組み合わせ受
講などが可能です。詳しくはお問い合わせください。
◎対象　①介護等の資格をお持ちで、現在福祉・介護
の仕事をしていない人、②介護職として就職または
復帰後、おおむね１年未満の人
◎内容　介護保険制度の動向、介護技術、コミュニケー
ション技術、認知症ケア、就職相談、施設体験（介
護士として未就労の人のみ）など
◎参加費　無料
◎定員　30人
◎申込・問い合わせ先　三重県社会福祉協議会　三重
県福祉人材センター（☎ 059・227・5160、平日
午前９時～午後５時）

●保育士再就職準備費用貸付
　三重県社会福祉協議会では、潜在保育士の再就職の
準備に必要な費用を貸し付けることにより、再就職を
支援します。
◎対象者
・保育士の登録後１年以上経過した人または保育士登
録が行われてからの期間が１年未満の人のうち、養
成施設の卒業もしくは保育士試験の合格から１年以
上経過した人

・保育所等に掲げる施設または事業を離職後、１年以
上経過した人または当該施設または事業に勤務経験
のない人

・県内の保育所等に新たに勤務（週 20時間以上）す
る人
◎貸付額　40万円以内（１人１回限り）
※対象費用等についてはお問い合わせください。
◎申込・問い合わせ先　三重県社会福祉協議会　保育
士・保育所支援センター　保育士修学資金貸付等担
当（☎ 059・227・5160、平日午前９時～午後５時）

●保育士修学資金貸付予約
　三重県社会福祉協議会では、将来、保育士を目指す
高校生を対象に、保育士修学資金貸付（条件により返
還免除）の予約を行います。
◎申請対象者
・指定保育士養成施設に進学予定の高等学校在学生（最
終学年）

・指定保育士養成施設を卒業後、三重県内の保育所等
で保育士として働く意思がある人

・経済的理由により修学が困難な人
◎募集人数　30人程度
◎貸付額　月額５万円以内
◎貸付期間　指定保育士養成施設に在学する期間（最
長２年間）
◎申込・問い合わせ先　三重県社会福祉協議会　保育
士・保育所支援センター　保育士修学資金貸付等担
当（☎ 059・227・5160、平日午前９時～午後５時）

●「第17回アビリンピックみえ」
　参加者募集
　障害者が日ごろ培った技能を互いに競い合うことに
より、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社
会一般の人々が障害者に対する理解と認識を深め、そ
の雇用の促進を図ることを目的として開催します。
◎日時　11月 30日（土）午前 9時 30分～
◎場所　ポリテクセンター三重（四日市市西日野町
4691）
◎競技種目　パソコン文書作成、パソコン表計算、電
子機器組立、喫茶サービス、ビルクリーニング、製
品パッキング、オフィスアシスタント
◎参加料　無料
※詳しくは、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構三
重支部　高齢・障害者業務課（☎ 059・213・9255）
へお問い合わせください。そのほか、詳細はホームペー
ジをご覧ください。
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●大好き！宮川流域　
　小学生絵画コンクール作品募集
　次世代を担う小学生が、郷土である「宮川流域」に
親しみ、魅力を再発見することを目的として、当地域
の魅力あふれる風景、動植物やお祭り等を描いた絵画
を募集します。
◎対象者　宮川流域（伊勢市、多気町、明和町、大台町、
玉城町、度会町、大紀町）に在住の小学生
◎応募締め切り　９月 10日（火）
◎応募部門　「大好き！宮川流域の風景」、「大好き！
宮川流域の動物・植物」、「大好き！宮川流域の伝統
行事」の各部門
◎作品サイズ　四つ切（縦横自由）の画用紙　※画材
は自由です。
◎応募方法　四つ切画用紙の裏面に応募票を貼付し
て、宮川流域ルネッサンス協議会事務局（〒 516-
8566  伊勢市勢田町 628-2  三重県伊勢庁舎内）へ
◎応募規定　ホームページ（https://miyarune.jp）
に掲載しています。
※宮川流域の一部の小学校においては、夏季休暇中の
宿題の一つとして、取り扱いいただいている場合もあ
ります。その場合の応募は、在籍している学校の指示
に沿ったご対応をお願いします。詳しくは、宮川流域
ルネッサンス協議会事務局（三重県伊勢庁舎４階内、
☎ 27・5411）へお問い合わせください。

●潜在看護師等復職支援研修会
　受講者募集
　結婚や育児など、家庭の都合で看護の仕事から離れ、
現在復職を希望する方を対象に、研修会を開催します。
◎日程　10月７日（月）～ 11日（金）の５日間
◎場所　伊勢市立伊勢総合病院
◎内容　１日目・２日目＝講義（看護の動向、看護倫
理と個人情報保護、感染管理、医療安全）、３日目
＝看護技術の演習、４日目・５日目＝病院実習
◎対象　看護領域に再就業を希望する潜在看護師等
◎定員　10人 ( 先着順 )　※受講料無料。ただし賠償
責任保険等の自己負担あり
◎申込期間　８月 19日（月）～９月２日（月）申込
方法はお問い合せください
※詳しくは、公益社団法人三重県看護協会三重県ナー
スセンター（☎ 059・222・0466）へお問い合わせ
ください。
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ

☆機
はた

織
お

り体験
　麻織りと絹織りから選べます。初めての方は麻織
りの方が簡単に作れます。草木染の糸を使い、ラン
チョンマット程の作品を織りあげましょう。夏休み
の作品作りにいかがですか。

■体験日時：8月 17日（土）
　　　　　　①午前 10時～正午
　　　　　　②午後１時 30分～３時 30分
■参加費：麻・絹　各 2,000 円
■定員：麻：各４人／絹：各２人

☆古代米づくり～稲刈り体験～
　5月に植えた古代米を収穫、はさ掛けまでを体験し
ます。田植え体験に参加していない方もお申し込みい
ただけます。ぜひ、ご家族、お友達と一緒に体験して
みましょう。
　また参加者に収穫した古代米を12月ごろにプレゼ
ントいたします。

■体験日時：9月 22日（日）
　　　　　　午前 10時～ 11時 30分ごろ
■参加費：500円（保険料込み）
■定員：40人

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ
○８月のおはなし会
「てんとうむし」による読み聞かせ
■内容：絵　本「うみへいくピン・ポン・バス」
　　　　紙芝居「ポンコちゃんとすいかわり」
■日時：８月 10日（土）午後２時 30分～
■場所：ふるさと会館１階児童室

「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：８月 22日（木）午前 11時～
■場所：ふるさと会館 1階児童室

「おはなし小槌」による読み聞かせ
■内容：絵　本「うみ」
　　　　　　　 「もりのちいさなはいしゃさん」
　　　　紙芝居「おばけのおまじない」
■日時：８月 25日（日）午後２時～
■場所：ふるさと会館１階児童室

○８月のワークショップ「マジックを楽しもう」
　「明和マジッククラブ」の皆さんによるマジックと体験
を楽しみます。
■日時：８月24日（土）午前10時30分～11時30分
■場所：ふるさと会館２階多目的室
■受付：８月６日（火）正午～
■募集人数：20人

○斎宮跡指定 40周年記念特別企画展
　「発掘、坂本百八塚～坂本古墳群の
　最新発掘情報展～」
■主催明和町役場斎宮跡・文化観光課
■期間：８月 29日（木）まで開催します。
■場所：ふるさと会館２階特別展示場

○明和中学校美術部生徒作品展
■期間：８月１日（木）～ 23日（金）
■場所：ふるさと会館１階フロアー
■明和中学校美術部生徒の作品展は、ふるさと会館初めて
の展示会です。生徒の力作をご鑑賞ください。

○小学生仕事体験
■期間：８月 20日（火）～ 27日（火）（土・日・月は除く）
■町内小学６年生の図書館の仕事体験です。

○「夏休み中学生図書館ボランティア」
　を募集しています。
■応募は、めいわ市民活動サポートセンターへ申し込んで
ください。
■本の返却作業や書架整理などです。
■めいわ市民活動サポートセンターの電話番号　
　☎52・7129（平日午前9時 30分～午後３時30分）

○８月の休館日
５日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）、30日（金・
館内整理日）
８月 11日（土・山の日）は祝日開館、12日（月・振替休日）
は祝日開館、13日（火）は休館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問い合わせください。
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http://www.town.meiwa.mie.jp/ 三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL
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●ニュース：①全日本実業団女子ソフトボール選手権大会
②社明運動 中学生の社会参加　ほか

●トピックス：知事と明和町長の1対1対談

●ニュース：総集編

●トピックス：総集編

●ニュース：①日独スポーツ少年団同時交流
②サマーカーニバル イン オイズ　ほか

●トピックス：大淀祇園祭

●ニュース：①志貴の精霊相撲
②放課後子どもプラン　ほか

●トピックス：視聴者投稿め～Tube

●ニュース：①中村の安産祈祷相撲
②サポートセンター発表会　ほか

●トピックス：明和アーカイブス
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（有料広告）（有料広告）

明和町行政チャンネル番組表〈8月1日木～9月5日木〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午
（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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